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調査対象範囲図（子安浜地区） 1:3000

凡例

地域の特徴

(1)家業と共に古くから住み継がれてきた住宅群

　当地区は大都市横浜に近接し、大規模な都市開発にもまれながらも江戸時代より以前から漁業を継続してきた町である。こうした家

　業の継承と共に、現在に至るまで地区内の多くの住宅が長く住み継がれてきた家である。

2. 調査及び計画敷地について

　「実家」としての住宅の具体的な考察を行うため、以下の特徴をもつ横浜市神奈川区沿岸部の子安浜地区を対象

として調査（住民ヒアリング、実家の図面採取、町並み観察）を行った。また最終的な設計計画の敷地は以下の

地図に示す通りである。

(2)路地や井戸の風景

　町内の生活動線はほぼ全てが私道で、土地を共有し合い路地を形成している。路地には漁師が利用していた井戸が点在し、現在では「井

　戸仲間」と呼ばれる民間組織で維持管理し、生活用水や防災井戸に利用され、町の重要な文化資源といえる。

(4)木造密集住宅地

　通風や採光、災害時の延焼や倒壊の危険、緊急車両の進入が困難などの問題を抱え、横浜市に改善推進地区の指定を受けている。

(3)多くの住民共同団体

　当地区には井戸仲間をはじめ、稲荷講、地域友好会、西睦会、町内会、漁業組合など住民有志による地域振興団体が多く存在する。

1. 計画の背景

　私たち現代人は住む場所を気軽に変える事が出来る。就職、転職などの機会、新たな家族が増えた時、

あるいは単なる気分で様々な地域、住居を流動している。そんな中、人は多くの場合自らの生まれ育っ

た「実家」とつながっている。「実家」の存在はこうした現代的流動者の生活の後ろ盾であると同時に、

居住の流動が著しい都市社会のシステムを補っていると捉えられる。

　本研究は以上の関心から、住宅計画において未だ検討が不十分であろう「実家」の役割を実証的に考

察し「実家としての住宅」という側面から住宅設計計画として具体的空間像を示すことを目的とする。
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子安浜地区の住宅種類別実家評価と実家区分(ヒアリング調査より)

1. 家族が「集まる・泊まる」

「実家」としての住宅の3つの役割

1. 冗長性 (redundancy) 2. 拡張性 (expandability) 3. 社会性 (sociality)

2. 家族の「物を置く」

3. 家族が「住み続ける」

実家で起こる人数規模の多様な行為に対応する特性。正月の会食など

居間を拡張する事がある。事例での台所への拡張は正月の団欒に不適

切である。拡張を想定した平面計画、およびその他建築計画が求めら

れる。

実家としての住宅がその地域に根付き、存続するための特性。ふる里

としての地域を構成するのは実家としての住宅であるが、その家と家

の隙間空間、また道空間は実家としての住宅とふる里としての地域を

結ぶ重要な領域である。住宅は接道する路地に対して開放的な部分を

持つ必要があると考える。

実家にとって必要な「余剰空間」を示す。子供が全員独立し二階が物

置や空き部屋となっている。一見無駄な余剰空間に見えるが、子供の

帰省時には寝室として機能し、住み継ぐ次世代の核家族の生活空間に

もなる。

物置
(長男)

(次男)(長女) (三男)

物置空き部屋空き部屋

空き部屋

料理

団欒
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料理

食事

居間

寝室

正月時

日常時

4. 記念碑性 (monumentality)

住んだ人の記憶に残る「実家のイメージ」を意図的に形成する。それ

が実家の「変わらない部分」としてあることが、離れて暮らす家族と

実家で暮らす家族を結ぶ記念碑性である。地区内の井戸は歴史的価値

とその特異な形態から「ふる里」の記念碑性を帯びていると言える。

こうしたものが住宅の一つ一つにも必要である。

U家の日常の利用と正月の利用

昭和30年代の路地.恊働で貝の加工を行い出荷の準備をしている, 祠が隣接する地区内で最も象徴的な井戸,

計画敷地内にある神社も「ふる里」の記念碑性を帯びている,現在の路地.植栽を置く事は一つの社会的行為である.

Uさんの家二階平面図（図面採取）

「町づくり集会に

　人が集まる様になった」

「ずっと住んでいくん

　　　だから良くしたい」
「まだまだ働けるぞ」

次世代の住み継ぎ 更新への関心が高い

若年層の増加

安心で住みやすい

「ここに帰れば気の知れた

　　 友達もたくさんいる」

「やっぱりふる里に

　　　帰って暮らしたい」

計画後の好循環

更新が進まない

「この家は私で最後だから‥‥」
高齢化

更新への関心が低い若年層の流出

災害時の危険性

通風採光がとれない

「経済的に厳しい」

「提案をしても
　　　協力者が集まらない」

「住民は住みやすいと言う」

就学、就職、

転勤など

「息子は家を継が

ないと言っている」 (住民 )( 住民 )

( 町づくり委員会 )

現状の悪循環

「実家仲間 (共同はなれ「cozy hut」＋2〜3軒のおも屋 )」の「実家ユニット」を軸とした「都市型ふる里」の形成

・木密、進まない更新、町の高齢化、増え続ける空家 ..... これらの悪循環を若年世代の Uターン居住、新規転入居住により好循環へ切り替える。

・「cozy hut」を町に挿入し、若年世代と高齢世代が交流しつつ住み替えのサイクルが行われる様な、定住性の高い「都市型ふる里」を目指す。

（町づくり実行委員長及び住民からのヒアリングより）

実家ユニットの構成要素

ふる里としての象徴

こぢんまりと居心地の良い

実家仲間による利用

地域外からの利用

住み手の記憶に残るもの

(初期スケッチ)

子供部屋

若夫婦寝室
高齢者隠居部屋

学生下宿

建築アトリエ

アーティスト

地域外からの利用地域外からの利用

実家仲間による利用実家仲間による利用

3. 調査・考察

　事前の観察調査により、地区内の住宅の種類を別け、各種類ごとの世帯を訪問し実家に関するヒアリング調査を行った。ヒアリングは調

査シートを被験者と共に記入していく形で行い、一人当たり 1〜2時間程度の調査となった。

　以下はその概要を示す表である。住宅の種類別に「実家」としての充実度評価を行っていて、最下段では採取できた

情報内で実家タイプを振り分ける事が出来た。

　またヒアリング調査で得られた情報を基に、実家にまつわる具体的な行為や状況を実家の役割としてカテゴリー分け

していった結果、大きく二つの役割に集約できた。これらは実家であるどの世帯にも共通した物的な役割であると言える。

また世帯構成や家族人数の違いにより役割の程度は異なる。更に住み手（主に親）が次の住み手（主に子）へ住み継ぎ

を行う長期的なサイクルの場としての役割もこれに加え、大きく 3つの役割があると言える。

「おも屋」＋「はなれ」＝理想的な「実家」 空家を利用した共同のはなれ＝「cozy hut」

　狭小な住宅地では各住戸が「はなれ」を持つことは難しい。そこで当地区の共同性の発達した地域力を活かした「共同はなれ」を提案する。まず町

に散在する空家を横浜市が特別事業として買収する。空家に隣接する 2〜3 軒の住宅で「実家仲間」を新たに設立し、これに空家を払い下げる。空家

は新たに「共同のはなれ」＝「cozy hut」として再生し、地域住民の定住性の向上と若年世代、新参住民との良好な関係を築き上げるきっかけを生む。

「実家」としての住宅に求められる 4つの空間的特性

　調査から導きだされた役割を実際の空間で設計するときの特性として、具体的な事例を基に実証しまとめとする。

正月
定例的な集合 非定例的な来訪

年越し その他儀礼

お盆 仏壇に線香

寝泊まりする

(1)親類が集まる

一時的な生活を受入れる

孫を預ける 会食

その他用事団欒 婚姻の挨拶

仏壇

親類来訪の目的的な物の保管 家族で使い回す物の保管

永続的な物の保管

こいのぼり家宝 形見 その他家財

雛人形 勉強机

家族アルバム ベビーカー等の乳幼児グッズ 自転車

バイク 車 衣類

着物 その他使い回し品

(2)家族の物を保管する

(3)住み継がれる

「漁業・店を任された」

「漁船をもらった」

家業の継承
権利の継承

「家を相続した」

「沿岸部の車庫を相続した」

　下図の漁家であった家には土間があり、現代では子供の成長過程で

不要になったものを次世代の子供に必要となるまで置いている。こう

した土間もまた空間の冗長性と捉えられる。

自転車

日本人形

靴箱

正月に使う机

鯉のぼり

棚

置かれているもの

(観察調査)

Iさんの家一階平面図(ヒアリング)

植栽

遊具

ベビーカー

アウトドア用品

工具

玄関兼物置 居間

濡縁

台所

食卓

「おも屋」と「はなれ」による実家に必要な特性の獲得の提案

cozy hut

実家仲間

おも屋×2〜3軒
狭小な住宅地でも、自らの領域を住宅の外側に広げようとする家が多く見られる。これは人の本来的な生活スタイルな

のではないだろうか。

ここまでにまとめた「実家」としての住宅の役割を全うする住宅を計画する上で、実家にとって必要な空間的特性を考慮

した住宅計画を行う。本提案では「はなれ」を設ける事で 4つの空間的特性を具現化する方法を示す。

おも屋

拡張性社会性
冗長性

記念碑性

はなれ

空家

横浜市

買収共同利用

払い下げ「実家仲間」
おも屋

おも屋

おも屋

4. 提案

提案1 提案2 提案3

冗長性
拡張性

社会性
泊まる

住み継ぎの余地

記憶に刻まれる

モノを置く 集まる

住み継がれるもの

団欒する

記念碑性

冗長性
泊まる

住み継ぎの余地

記憶に刻まれる
記念碑性

ふる里としての象徴

こぢんまりと居心地の良い

住み手の記憶に残るもの

(初期スケッチ)



対象街区現状図
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空家

木造賃貸
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井戸

井戸

国道15号

東横浜漁協

東横浜漁協

浜通り

神社

空家

空家

空家

共同はなれ ＝ 「cozy hut」　

空家の柱を活かし500〜1000mm幅のシステムベルトで外壁を構成する。

ここに様々なユニットがインフィルされ、路地を彩る壁面が現れる。

また外側からの使用も出来る。

システムベルト

・キッチンユニット

・トイレユニット

・テーブルユニット

・ベンチユニット

・ロフトユニット

・テラスユニット

・ストレージユニット

　etc...

居室

・３年周期で次の３年の所有権を決める (所有権は階数毎 )

・所有権を持たない家にはデッキを架けない

・所有権を持たなくても「実家仲間」に限り、外壁の倉庫や棚は使用可

・所有権希望者がいなかった場合は「実家仲間」全員の所有とする

　（この場合清掃当番を決める事）

・第三者（血縁関係者以外）への賃貸は学生および法人に限る

■スケルトンインフィル

■「cozy hut」のルール

「cozy hut」1F Plan
0m 0.9m 2.7m 0m 0.9m 2.7m 0m 0.9m 2.7m

空間ダイアグラム

利用ベクトル

学生の下宿

井戸水で戯れる

おも屋とのすき間路地

おも屋とのすき間路地

おも屋とのすき間路地

消防車の侵入を想定

おも屋

「cozy hut」section

おも屋
おも屋

cozy hut
路地

井戸

玄関

防災路地

①「cozy hut」と隣接する部分にはフリースペースを設ける。
（フリースペース：玄関、ダイニング、動線の結節点、居間からの拡張）

「cozy hut（共同はなれ）」が個の領域を形成するのに対しおも屋では、

家族の「集まり」を築く豊かな広がりのある内部空間を設計する。

②フリースペースは居間からの拡張を想定した設計とする。

③居間、水回りなどの機能部分から「cozy hut」への独立動線も考慮する。

④機能部分以外の内部空間は間仕切りの建具を入れない一室空間とする。

■平面計画

■ダイアグラム

「おも屋」1F Plan ( 正月などの拡張時 )「おも屋」1F Plan

居間＋フリースペース

フリースペース

機能

おも屋

家族室 ( 居間 )

cozy hut 動線

実家仲間

5. 設計（部分設計）

6. 設計（街区全体設計）

おも屋

接道条件を満たせないと思われる建築

凡例

敷地境界線のセットバックにより改築または移築が求められる建築

現状で敷地境界線のセットバックに対応できる建築

横浜市が定める二項道(道の中央線から1.25mずつ両端に拡幅する)

計画敷地の現状

　子安浜の都市型ふる里形成に先立ち、モデルとなる

街区を本設計計画とする。計画範囲は井戸及び空き家

が比較的集中する場所で、また鎮守の神社を含む約

1,600 ㎡の街区（現状総戸数 23戸）を対象とする。

■現状写真

敷地内の北側にある鎮守の神社。大事に管理されている。背後は現集会所。

集会所に転用する空家。補強改修すればそのまま転用出来る。

空家

空家

空家

空家

空家(仮)

空家(仮)

空家(仮)

賃貸

集会所

鎮守の杜

更新の方法

　子安浜の住民は現在の町に愛情を持ち、なるべく小

さな変更で問題解決できることを望んでいる。本提案

はそうした住民の意思を尊重した手数のなるべく少な

い方法で、モデル街区をつくる。

移築する建築

凡例

「共同はなれ」となる建築

建替える建築(おも屋)

取り壊しヴォイドとする建築

道路拡幅によるセットバックライン

二項道路拡幅の際の基本ルール ( 下図参照 )

(a) 拡幅道路に接道し、見なし境界線にかかる住宅

　 緊急車両通行幅を確保するため、道路中央線から

　 1.25mセットバックして建てる ( 移築 or 建替え)。

(b) 拡幅道路に接道する住宅

　 立替を行う場合は、cへのはたざお提供を推進する。

(c) 建築基準法上の道に接道しない ( 接道不良 ) 住宅

　 (a)(b) の住宅の敷地に防災上有効な通路をとる

　 ことで個別建替できる。

(d) 空き家

　 隣接する 2～3 軒の住宅は「実家仲間」を立ち上げ

　 助成金でこれを買収し減築。共同で再利用する。

二項道路
現状 2m( 仮 )

道路中央線

敷地境界線

見なし境界線

さらに‥‥ 5年以内に近隣組織 (実家仲間 )をつくり
dを買収する時、その支出を減らせる

基本そのまま

「共同はなれ」

防災上有効な通路を

確保してもらう

共同建替え

1.25m( 仮 )

a
b

c

d

本来 4m 道路を確

保するために 2m

セットバックする

が緊急車両が入れ

れば良いので 1.8m

に緩和する。

防災通路は広場に抜けて
いかなければならない。

c の住宅に通路を
提供する事で容積
の上限を緩和する
(10m まで )

減築

a,b と交渉

max
10m

へ
の
防
災
通
路

c

0m 0.9m 2.7m

対象街区現状図

10m 30m0m



0m 15m5m

若 夫 婦

引越中

友達を招いて

BBQ

cozy hut で昼寝

「実家仲間」

定例会議

学生下宿

団欒

集会所跡の広場

鎮守の杜

空家を転用した集会所

居間を拡張し会食

親の宴会中子供は
cozy hut へ集まる

cozy hut から発生する
アクティビティ

日常の団欒

cozy hut

cozy hut

拡幅道路にある井戸を
敷地内に引き込む

拡幅道路にある井戸を
敷地内に引き込む

受験生の勉強室

学生下宿

cozy hut 漁師作業場

拡幅道路

モデル街区二階平面図

建築アトリエとして機能する「cozy hut」の内観

届いた荷物は
cozy hut へ収納

拡幅道路
A’

A

拡幅道路

拡幅道路
既存井戸での
井戸端会議

父の来客

フリースペースが
居間的な役割となる

7.まとめ
　現代では離れて暮らす家族がつながりを保っていられる発達した通信機器やインフラがある。そのため「実家」

とは私たちの日常会話の中で実用的に使われる事が多く、単なるノスタルジーによる意味合いばかりではない。

そうしたことから、本提案ではフィジカルな側面から「実家」を考察する事を心がけたが、住宅が単に実家とし

て機能的なだけでは「実家」とは呼べない。大事なのは「離れて暮らす家族同士をいかに繋ぐか」ということであり、

実家としての住宅を計画する上での根源的な理念である。

居間を拡張し会食

一時的な利用の
フリースペース

井戸と「cozy hut」が呼応する風景

集会所跡の広場で行われる夏祭り

穴子漁の
仕掛づくり

住民の手作りテラス

垣間見えるコミュニティ

実家仲間同士の
コミュニケーション

cozy hut が生む
アクティビティ

cozy hut は個人の
「城」のような存在

仕送りを送る母

南立面図

0m 5m 15m
モデル街区一階平面図

0m 5m 15m


